







































































68 名（男性 26 名、女性 42 名）を対象とした。特別支援学校教員を目指しているもの 30 名、




員に関するイメージや専門性、困難さについてであった。調査は 2013 年 7 月に実施した。
（３）分析方法
自由記述の回答については、回答内容を 1 項目ごとに 1 枚のカードに記述し直し、KJ 法（川
喜多，1967）によって整理した。回答内容のカード化にあたっては、1 文の中に 2 つ以上の





































析した結果、133 の回答が得られ、14 のカテゴリーにまとめられた。表 1 にそれぞれのカテ
ゴリーに含まれる内容と回答数を示した。
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31 であり、続いて「院内学級」で回答数 22 であった。病弱教育のイメージは、決して深い
ものではなく、表面的なものであることがわかった。教育内容についても「ひとりひとりの















表 2　病弱教育に携わる教員に必要な専門性? 2	 ????????????????? 
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表 3　病弱教育に携わる際、予想される困難さ? 3	 ?????????????????? 
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表 4　今後学ぶべき課題? 4	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